
2024年 度事 業計画書

当工業界が属す る鉄鋼業界を取 り巻 く内外情勢は、2024年 度 も予断を許 さな

い状況です。国内においては不適正ヤー ド問題や物流2024年 問題、海外におい

ては中国の過剰生産が東アジアに与える影響やカーボンニュー トラル実現に向

けた各国の動向等が挙 げられます。

この よ うな状 況 の下、 日本 鉄 リサイ クル工業 会 は、2022年 度 よ り取 り組 む方

向性 を下記 の通 り大 き く4つ に整 理 した うえで、それ ぞれ につ き、具 体 的かつ

積 極的 な活動 を展 開 して参 りま した。

1.全 国7支 部8委 員会を通 じて会員企業の現状 と抱 えている課題の把握

II.課題解決 に向けた方策の検討 と対応策の実施

皿.鉄 スクラップの国内循環促進 についての行政や関連団体 との議論 ・協議

IV.鉄 リサイクル業の社会的認知度の向上に向けた各種情報発信

2024年 度 につ き ま して も、上記 の方 向性 を堅持 しつつ 、チ ャ レンジ精神 を忘

れず に以下 の取 り組み を着 実 に実行 して参 ります。

1.会員企業の現状と抱えている課題の把握

「委員会、支部、部会の各種活動の活性化と連携強化」

当工業会が直面す る諸課題についてタイムリーに把握 ・集約 し、会員の

意見等を十分に踏まえた的確 な対応 を図るために、運営委員会 を年4回 開

催するとともに会員各社 とのコミュニケーションの強化を図 り、課題解決

に向けて迅速な対応を行 います。

また、支部 ・部会 においても、定例のイベ ン トに加 え、独 自の講演会 ・

勉強会 ・研修会の開催 を検討 し、製鉄 メーカーの賛助会員 を交 えて連携強

化を図る所存です。 【本部他】

ll.課 題解決に向けた方策の検討と対応策の実施

(1)「適正ヤード推進の強化に向けた関係機関等への働きかけ」

2023年 度に特別委員会 として新たに設置 した 「適正ヤー ド推進委員会1

にて、各支部の委員を通 し不適正ヤー ドの現状把握等に継続 して努めるこ

ととし、公平な事業環境の確立に向け意見交換を図ることとします。
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加 えて、当工業会 を管掌する経済産業省 製造産業局 金属課 に継続 して

協力を要請 し、警察庁、環境省、国士交通省等、各種法令を所管す る関係

省庁 ・諸機関に対 して も、不適正ヤー ド事業者 に対す る法令遵守の指導や

違反の取締 りを強化 していただ くよう、継続 して働きかけを行います。

さらには、鉄スクラップが不適正事業者 に流出す ることがない よ う、関

係 の業界団体等にも継続 して働きかけを行 うこととします。

【適正ヤー ド推進委員会】

(2)「会員各社へのCO2削 減施策の提案及び有識者による定例講演会の開催」

産業界全体で2050年 カーボンニュー トラル実現 に向けての動きが本格

化す る中、鉄 リサイクル業においても脱炭素に向けて取 り組む必要性が高

まってお ります。

こうした中、2024年 度は、2023年 度に専門機 関の協力 も得なが ら取 り

纏 めを行 った当業界に共通する省エネや再エネ施策 をべ一スに、会員各社

が取 り組 める具体的なCO2削 減施策等を盛 り込んだガイ ドブ ックを制作 ・

配布いた します。

また一般(学 生等)を 対象 とした鉄 リサイクル業、鉄スクラップの環境

価値等の理解促進 を図る環境PRの ためのコンテンツの制作 に向けて リサ

ーチを開始いた します。

定例事業 として、有識者 を講師 として招き、資源 リサイ クル ・地球環境保

全分野における新たな施策及び内外情勢等に関す る講演会を開催 します。

【環境委員会】

(3)「高度な自動車リサイクルの実施:マテリアルリサイクルの促進」

自動車 リサイクル法に関し、 自動車 リサイクルの中枢 を担 う業界の立場

から、合理的 ・効率的な リサイクルが実施 され、「3Rの 推進」及び 「リ

サイクルの質の向上」を達成できるよう、関係各機 関 と協議 します。特

に、現在進行 してい る資源 回収インセ ンテ ィブ制度に関 し積極的に提言

すると同時に、会員破砕業者への情報提供 に努めます。

【自動車 リサイクル法委員会】

(4)「鉄スクラップの品質向上等に向けた取り組み」

ダス トや非鉄混入等の製鋼用スクラップの品質問題に関す る各支部での

取 り組みや、リチウムイオン電池等に起因 した火災事故防止策等に関 して、
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意見交換や情報共有を進 めるとともに、日本産鉄スクラップの国際競争力

強化等についても議論を行 っていきます。

加 えて、2023年 末に新たに発足 した経産省の 「サーキュラーパー トナー

ズ」会合に 日本鉄鋼連盟の連携団体 として普通鋼電炉工業会、特殊鋼倶楽

部 と共 に参画 し、鉄スクラップの品質向上等に向けた取 り組みや新たな技

術 開発に対す る補助金等の公的支援実現に向けた働 きかけを行 うことと

します。 【本部他】

(5)「労働安全衛生の強化、徹底に向けた取り組み」

高齢者や経験年数の浅い作業従事者 による事故が依然 として減少 しな

い ことに鑑み、安全水準の向上に向けた取 り組み として、通常の業務活動

の 中に潜むあ らゆる危 険の芽 を事前 に摘む ための労働安全衛生講習の動

画配信や、作業現場等で身近に潜む危険を実際に肌で感 じ、職場での安全

意識 を高めるための 「危険体験学習会」の開催 を計画 し、労働災害撲滅 に

向けた活動を継続 します。

加 えて2024年 度は、安全対策 に係る好事例実績の動画を制作 し、会員

各社の安全対策 の参考に資する活動を行います。

また、業界 固有の労働災害事例調査を引き続 き実施 し、その傾向や要因

の分析 を行 うとともに、会員各社が労働安全活動の一助 として活用できる

よ う、情報共有を図 ります。

更に、会員の労働安全衛生活動の支援策 として、安全ポスターの制作 ・

配布、中央労働災害防止協会等で行われ る労働安全事業にっいての情報提

供 を継続 します。加 えて、普通鋼電炉工業会の協力を得て、過積載防止 ボ

スター を制作 し、会員各社への啓発 と注意喚起に努めます。

災害共済会保険(施 設賠償責任保険及び労働災害総合保険等)に ついて

は、その内容 を検討 し会員各社に紹介 します。 【業務対策委員会 】

(6)「港湾整備等の促進に向けた取組み」

世界的なカーボンニュー トラルの流れ によ り、鉄スクラップの需要増が

見込まれ る中で、国内では人 口減少や ドライバー不足問題が顕著化 してき

てお り、港を活用 した荷役に注 目し情報収集 ・議論を行います。

また、引続 き国土交通省 が主管す る 「リサイクルポー ト推進協議会」内

に設置 されている 「国際資源循環部会」での議論 を中心に、鉄スクラップ

船積港の整備及び複数港積みを含 めた港 の有効活用について議論 ・進言 し

ていきます。 【港湾委員会】
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(7)「国内外の鉄スクラップの流通に係る課題解決に向けた取り組み」

鉄スクラップの国内流通や輸 出に係 る全般的な情報を収集 ・発信す るこ

とで会員企業の事業活動を支援 します。国内流通 にかかわる諸課題(物 流

の2024年 問題等)を 取 り上げ、業界がよ り良い方向に向か うべ く支援 し

ます。 【商社流通委員会 】

(8)「人材確保等、雇用の多様化に向けた取り組み」

①鉄スクラップ業における人手不足の中、若手を含 めた人材確保 に努 める

とともに高齢者雇用の促進 を図る等、雇用の多様化に目を向けた活動を

行います。 【本部他 】

②次世代を担 う若手の人材育成 を目的 とし知見を広げる活動である 「新発

見セ ミナー21」 に関 し、業界の トレン ド等 も考慮に入れ、時代のニー

ズに合致 した有益なセ ミナー となるよ う、企画 ・検討 してまい ります。

【広報委員会】

(9)「鉄スクラップの需給関連データの収集、分析」

資源 ・環境 を巡 る内外情勢を迅速かっ的確 に捉 えるため、調査分析、情

報収集に努 めます。 この うち鉄スクラップ需給の関係では、市場調査を主

要事業 とする(一 社)日 本鉄源協会 と緊密な連携 ・協力 を図ることとしま

す。 【本部他】

皿.鉄 スクラップの国内循環促進 についての行政や内外の関連団体との議論・協議

(1)「国内の関係機関、鉄鋼関連団体との意見交換の推進」

鉄スクラップ業のカーボンニュー トラル に向けた今後の対応策や不適正

ヤー ド事業者の法令遵守等に関 し、経済産業省金属課や普通鋼電炉工業会

との意見交換 に加え、経産省に発足 した 「サー キュラーパー トナーズ」へ

の対応等に関 し日本鉄鋼連盟 とも連携 を密 に行 うとともに、他の鉄鋼業界

関連団体 とも意見交換が可能 となるよう働 きかけを行 うこととします。

【本部他】

(2)「諸外国のカーボンニュートラルに向けた動 向の情報収集」

諸外国の関係団体 との相互交流 を深め、欧米やアジアにおける幅広い人

的ネ ッ トワークを通 じて、諸外国のカーボンニュー トラルの動 向等 に関す

る情報収集 を行います。
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また、国際会議等の場で 日本の優れた鉄 リサイクルシステムや技術を引

続 き発信 していくことによ り、 日本の鉄 リサイ クル業のプ レゼ ンスの向上

を図 ります。 【本部他】

1V.鉄 リサイクル業の社会的認知度向上に向けた各種情報発信

(1)「内外に向けた情報発信の強化:工 業会ホームページの更なる充実化等に向

けた取り組み」

工業会の本部、各支部、各委員会が実施す る各種事業活動等に関 し、2023

年度に引き続き会長記者会見を開催するな ど、内外に向けた発信強化 を図

り、工業会活動の積極的なPRに 努めます。

また、工業会ホームページにっいては、内外 に向けた有益な情報、タ

イム リーな情報の掲載 と更なる充実化に努めるとともに レイア ウ ト等の一

部 リニューアルにより、利便性 を高め、多 くの方々に閲覧 していただける

ページ制作を行います。加 えて、情報の周知徹底 を図るべ くホームページ

更新情報や工業会本部発信の情報を会員宛にタイム リーに周知するメール

システムの導入を検討 します。 【広報委員会 ・本部】

(2)「機関誌の更なる充実化に向けた取り組み」

工業会の活動報告、業界事業の紹介や各地の トピックス等 を掲載す る機

関誌 『鉄 リサイクルニ ュース』を発行 します。掲載記事については広 く投

稿を呼び掛け、紙面の充実化 を図 ります。 【広報委員会 ・本部】

(3)「鉄 スクラップの環境 価値CO2マ イナス1.39ト ンのPRの 継続 」

広報委 員会 と環境委 員会 が2022年 度 よ り共 同で進 めてきた 「鉄 ス クラ ッ

プ の環 境価値:CO2マ イ ナス1.39ト ン削減」 のPR、 対外発 信 を今年 度 も

積極 的 に取 り組 ん で参 ります。 具体 的に は2023年 度 に制作 した動画 をべ

一 スに
、各種媒 体等 の発信 ツー ル を活用 した効果 的なPR活 動 を展 開い た

します 。 【広報委員 会 ・本部 】

以 上
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